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ラムの効果―唾液コルチゾール・RR間隔・DAS28・VAS指標を用いて. 福岡県立大学看護学研究紀要 17: 27-35, 

2020.

黒木智鶴，三浦沙織，新田章子: 一般病棟における身体拘束に関する研究から見える現状. 活水論文集(看護学部

編) 6: 10-17, 2020.

宮城妃菜，網内詩帆，萩　彩乃，高木ルリ子，花田裕子，永江誠治: 看護大学生におけるインターネット依存傾

向とインターネット利用状況との関連. 保健学研究 33: 35-45, 2020.

北島謙吾，河村奈美子，星　美和子，岩瀬信夫，花田裕子，永江誠治，本田純久，小澤寛樹: 実親と暮らせない

虐待被害児の養育上の課題および看護支援に関する研究 児童養護施設・ファミリーホーム・里親への全国調査

を通して. 京都府立医科大学看護学科紀要 30: 29-34, 2020.

江藤宏美: 地域とともにすすめる母乳育児. 母乳育児シンポジウム記録集 27: 161-167, 2020.

小西郁生, 久具宏司, 山田重人, 山田崇弘, 西垣昌和, 三宅秀彦,池田真理子, 左合治彦, 佐々木愛子, 佐々木規子, 鈴森

伸宏, 福島明宗, 福嶋義光, 蒔田芳男, 伊尾紳吾: 出生前診断における遺伝カウンセリング体制の構築に関する研究

【第2分科会】遺伝カウンセリングに関する知識及び技術向上に関する医療従事者向けの研修プログラムの開発. 

出生前診断における遺伝カウンセリング体制の構築に関する研究 平成31/令和元年度 研究報告書(Web) :  2020.

吉田浩二，辻　麻由美，酒瀬川政孝，太田詩織，新北小春，德丸藍子: 成人期を対象とした高齢者に対するイ

メージに関する研究. 日本老年看護学会第25回学術集会抄録集 : 144, 2020.

高尾真未，佐々木規子，松本　正，黒田裕美，本田純久，宮原春美，黒木良和，今村　明，近藤達郎，森藤香

奈子: ダウン症候群のある人のための認知評価尺度(日本語版CS-DS)の信頼性と妥当性の検証(第2報). 日本遺伝カ

ウンセリング学会誌 41(2): 150, 2020.

濱田聖暁，野中　隆，和田英雄，高村佑磨，澤井照光，永安　武: 施設間格差からみた進行下部直腸癌に対する

術前治療の選択. 日本大腸肛門病学会誌 73(7): 349, 2020.

福田明子，野中　隆，富永哲郎，小山正三朗，森山正章，澤井照光，永安　武: 当院における回腸ストーマ関連

合併症の検討. 日本大腸肛門病学会誌 73(9): A151, 2020.

竹下浩明，平山昂仙，富永哲郎，野中　隆，中島悠史郎，黒木　保，澤井照光: Complex Crohn病に対する腹腔鏡

下手術の短期成績. 日本大腸肛門病学会誌 73(9): A125, 2020.

竹井大貴，内田史武，富永哲郎，吉元崇文，田上幸憲，原　亮介，福田明子，渋谷亜矢子，久永　真，橋本泰

匡，濱崎景子，野中　隆，日高重和，澤井照光，永安　武: 大量下血で発症し,直腸浸潤を伴った小腸巨大GIST

の1切除例. 日本腹部救急医学会雑誌 40(2): 411, 2020.

吉田浩二: 原子力災害に係る復興支援からの教訓. 日本放射線看護学会誌 8(1): 43, 2020.

小山正三朗，富永哲郎，野中　隆，福田明子，森山正章，竹下浩明，濱田聖暁，荒木政人，福岡秀敏，和田英

雄，黨　和夫，田中賢治，澤井照光，永安　武: 横行結腸癌に対する頭側アプローチ先行、腹腔鏡下右半結腸切

除術. 日臨外会誌 81(増刊): 321, 2020.

森山正章，富永哲郎，野中　隆，福田明子，小山正三朗，橋本泰匡，濱崎景子，日高重和，澤井照光，永安　

武: TaTMEを安全に導入・施行するための工夫 逆行性解剖からみたランドマークに基づくTaTME. 日本大腸肛門

病学会誌 73(9): A92, 2020.

富永哲郎，野中　隆，福田明子，森山正章，小山正三朗，竹下浩明，濱田聖暁，荒木政人，角田順久，久永　

真，福岡秀敏，和田英雄，黨　和夫，田中賢治，澤井照光，永安　武: 骨盤内臓全摘術の手術手技と成績 当科に

おけるTwo team TPEの検討. 日本大腸肛門病学会誌 73(9): A67, 2020.

野中　隆，富永哲郎，福田明子，小山正三朗，澤井照光，永安　武: 直腸癌手術におけるベストなアプローチ法 

腫瘍進行度に応じた直腸癌手術戦略 laparo・taTME・robotの適切な組み合わせとは?. 日本大腸肛門病学会誌 

73(9): A43, 2020.

吉田浩二，山田裕美子: 看護師として備えるべき原子力災害後医療支援に必要な知識とスキル 福島県で原子力災

害後の医療支援活動に従事した看護師の経験から. 日本放射線看護学会学術集会講演集 9回: 67, 2020.

肥田泰慈，富永哲郎，野中　隆，福田明子，森山正章，小山正三朗，日高重和，荒井淳一，濱崎景子，橋本泰

匡，澤井照光，永安　武: 術前FOLFOXIRI療法で病理学的完全奏功が得られた局所進行結腸癌の一例. 日臨外会

誌 81(増刊): 413, 2020.
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富永哲郎，野中　隆，福田明子，森山正章，小山正三郎，肥田泰慈，橋本泰臣，濵﨑景子，荒井淳一，日高重

和，澤井照光，永安　武: ロボット支援下直腸癌手術の郭清手技 当科におけるロボット支援下側方リンパ節郭清

の留意点 術者および助手の立場より. 日臨外会誌 81(増刊): 233, 2020.

富永哲郎，野中　隆，久永　真，福田明子，森山正章，小山正三朗，吉元崇文，橋本泰臣，濱崎景子，日高重

和，澤井照光，永安　武: TaTMEのコツとピットフォール. 日外科系連会誌 45(5): 546, 2020.

宮村拓人， 坂本憲穂， 角川智之， 石田佳央理， 奥野大輔， 原　敦子， 宮崎拓郎， 城戸貴志， 石本裕士， 松

本桂太郎， 土谷智史， 石松祐二， 永安　武， 迎　寛: 肺癌手術検体における、Heat shock protein 47発現の検討. 

日本呼吸器学会誌 9(増刊): 165, 2020.

宮下律子， 石本裕士， 奥野大輔， 宮村拓人， 由良博一， 高園貴弘， 原　敦子， 坂本憲穂， 石松祐二， 尾長

谷 靖， 迎　寛: 膵癌化学療法中に生じた薬剤性肺障害の検討. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 161, 2020.

櫛田友香， 石本裕士， 原 敦子， 黒田揮志夫， 奥野大輔， 宮村拓人， 谷口寛和， 山口博之， 城戸貴志， 坂本

憲穂， 石松祐二， 迎 寛: 気管支内浸潤を伴う単発肺腫瘤として発症したMTX関連リンパ増殖性疾患の1例. 気管

支学 42(3): 288, 2020.

宮下律子， 城戸貴志， 入来　隼， 奥野大輔， 宮村拓人， 由良博一， 財前圭晃， 原　敦子， 山本和子， 石本

裕士， 坂本憲穂， 尾長谷 靖， 石松祐二， 福岡順也， 迎 寛: 器質化像を呈し、ステロイドが有効であった石綿

肺の1例. 気管支学 42(3): 287, 2020.

増澤祐子, 馬場香里, 江藤 宏美: エビデンスに基づく助産ガイドライン2020の作成 分娩第3期の積極的管理におけ

る子宮収縮薬は何が効果的か？. 日本看護科学学会学術集会抄録集 : 317, 2020.

増澤祐子, 江藤宏美: 新しくなった『エビデンスに基づく助産ガイドライン―妊娠期・分娩期・産褥期2020』. ペ

リネイタルケア 39(8): 76-81, 2020.

増澤祐子, 江藤 宏美(日本助産学会ガイドライン委員会): 新しくなった『エビデンスに基づく助産ガイドライン-

妊娠期・分娩期・産褥期2020』. ペリネイタルケア 39(8): 852-857, 2020.

増澤祐子, 江藤 宏美(日本助産学会ガイドライン委員会): 『エビデンスに基づく助産ガイドライン-妊娠期・分娩

期・産褥期2020』を活用しよう 改訂ポイントの紹介と活用のすすめ. 助産雑誌 74(9): 684-687, 2020.

南嶋里佳，大西眞由美: 被災した在留外国人の災害関連ヘルスリテラシーの課題. 日本国際医療学会 第39 回西日

本地方会 : 28, 2020.

秦 和香，中原佳菜子，永江誠治，花田裕子: 発達障がいをもつ若者が成人期への移行において抱える困難と支援

のあり方の検討. 日本看護学会-ヘルスプロモーション-学術集会抄録集 51: 37, 2020.

馬場香里, 増澤祐子, 江藤 宏美: エビデンスに基づく助産ガイドライン2020より　児童虐待ハイリスクの親に有効

な介入は？. 母性衛生 61(3): 135, 2020.

森藤香奈子, 松本　正, 佐藤信二, 宮田海香子, 高尾真未, 渡邊　淳, 武田右子, 宮原春美, 佐々木規子: NIPTを題材と

した高校生向け遺伝教育プログラムの開発および評価. 日本遺伝カウンセリング学会誌 41(2): 131, 2020.

森藤香奈子, 金丸　翠, 武田美帆, 田口杏菜, 深堀可南子, 佐々木規子, 本多直子, 福田雅文, 岡田雅彦, 佐瀬晶子, 森

内浩幸: 排泄介助が必要な子どもと外出する親が経験したトラブルの分析. 小児保健研究 79(講演集): 175, 2020.

佐々木規子, 森藤香奈子, 松土良子, 中込さと子: 成人期にあるPrader-Willi症候群のある人の生きづらさ. 日本遺伝

カウンセリング学会誌 41(2): 142, 2020.

宮田海香子, 長谷川ゆり, 三浦生子, 佐々木規子, 三浦清徳: 当院におけるNIPTに関する遺伝カウンセリングと今後

の課題. 日本遺伝カウンセリング学会誌 41(2): 99, 2020.

大津里緒菜, 平間理子, 森藤香奈子, 佐々木規子: 特別支援教育を必要とする児の就学先決定におけるプロセス. 日

本遺伝看護学会誌 19(1): 20, 2020.

佐々木規子, 沓脱小枝子, 鈴木智恵子, 北村千章, 渡邉　淳, 野間口千香穂, 中込さと子: 看護基礎教育課程における

遺伝医学・遺伝看護学教育の実態調査. 日本遺伝看護学会誌 19(1): 17, 2020.

荒川玲子, 池田真理子, 河村理恵, 佐々木規子, 鈴森伸宏, 徳冨智明, 中谷　中, 山本佳世乃, 古庄知己: 新型コロナウ

イルス関連特集 【巻頭言】 三密にならずに, 体と心に寄り添った遺伝カウンセリングを実践・教育するために - 

空間的距離は離れても心理的距離はより近く -. 日本遺伝カウンセリング学会誌 41(4): 179-180, 2020.

根ケ山莉乃, 永橋美幸: 妊婦に対する夫の役割行動実践度とEork-Family Conflictとの関連. 日本助産学会誌 32(3): 

351, 2020.

田坂真紀, 大石和代, 永橋美幸: 産褥早期の母親の授乳前後の唾液オキシトシンの変化とその要因ー産後2日と産

後4日を比較して－. 日本助産学会誌 33(3): 422, 2020.

本多直子, 清水南海, 屋比久志穂, 森藤香奈子, 舩越康智, 岡田雅彦: 思春期の小児がん経験者の学校生活における

自己開示 -インタビュー調査から- . 小児保健研究 79(講演集): 200, 2020.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数

Impact Factor 値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.426 1.633 0.531 0.867

総計

0 1 7 8 12 0 59

B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

合計 総計

2020 43 0 0 1 5 26 49 14 5 3 8 37 67

A-c

79

116

論文数一覧

A-a A-b A-e SCI 合計 B-a

2020

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

72.699

71

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

2.423 2.796

B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b
学会

合計

2020

2020

森藤香奈子, 佐々木規子: 18 長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 保健学専攻 看護学講座 リプロダクティブヘル

ス分野 遺伝看護・遺伝カウンセリングコースの対応. 日本遺伝カウンセリング学会誌 41(4): 243-245, 2020.


